
アーカイブ写真10

炊き出し

大地震でからくもわが身の安全を保てた人々にとって、

何よりも必要だったのは炊出しである。・・・その方法は

「人夫ヲ募リ、直ニ炊出ニ従事」させたと『岐阜県震災誌

草案』には記録されている。・・・坪内高国が「県庁ヨリ

握リ飯日々出ル」と記していて、握り飯がでたことが分か

る。

（岐阜県歴史資料館(1996)：濃尾大震災の教訓） 地理院地図を使用

10km

炊き出しが行われた様子
（岐阜地方気象台提供マイクロフィルム「濃尾大地震災害写真」
－葉栗郡黒田村焚出場）

濃尾震災から１２９年
～防災を考える講話上映とパネル展～


